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福島第一原子力発電所の汚染水処理から発生するスラリー廃棄物を低温処理材料で固化処理した固化体の長

期保管時や処分後の変質挙動を検討する目的で、模擬スラリー混合固化体を作製し、加温養生を行い、生成

相の変化などについて評価を行った。評価試験の概要および取得結果の一部を紹介する。 
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1. 緒言 福島第一原子力発電所から発生する廃棄物の処理方法について、セメント固化と AAM 固化の基礎

データの取得を進めている[1,2]。本報告では、長期の保管や処分後の固化体の変質挙動を検討する目的で、加

温養生により変質を加速させた固化体の生成相や空隙量などの変化について評価した。 

2. 実験 模擬の炭酸塩スラリー(CS)充填率を 0wt%および 30wt%として、セメント固化体(以下、OPC、

OPC+CS)および AAM 固化体を作製した。AAM 固化体の配合は、メタカオリンと高炉スラグ微粉末の混合割

合を 100:0 および 60:40 とし、それぞれに CS を充填した 4 種類とした(以下、M、MB40、M+CS、MB40+CS)。

作製した固化体は、20℃で 28 日間封緘養生後、20℃、50℃、80℃の湿空環境下へ移し、8 週間養生後の固化

体の生成相、空隙量の変化を評価した。 

3. 結果 XRD 結果の一例として M の同定結果を図 1 に示す。M では 50℃および 80℃で Faujasite の生成を

確認したが、20℃では確認できなかった。Faujasite は AAM の非晶質相が結晶化することによって生成され

る鉱物であり、養生温度の上昇により、結晶化が促進されたと考えられる。また、細孔径分布の結果、50℃

および 80℃では、20℃に比べて 0.1～1μm の空隙が増加しており、結晶化によって空隙構造に変化が生じた

と考えられる。MB40 では 80℃で、M+CS および MB40+CS では

50℃および 80℃で Faujasite の生成を確認できており、M 同様に温

度上昇により、結晶化が促進されたと考えられる。さらに、M+CS、

MB40+CS では、温度の上昇により、0.1～1μm の空隙が増加して

おり、M 同様に結晶化による空隙構造の変化を確認した。一方、

OPC および OPC+CS では、養生温度の上昇により、水和反応が促

進されることにより、OPC では 80℃、OPC+CS では 50℃および

80℃で Belite の消失を確認した。空隙構造からも養生温度の上昇に

よる水和の進行を確認できた。 
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図 1 XRD 同定結果の一例(M) 
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